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テレビ埼玉（38ch） 毎月第１・第３土曜日とその翌日の日曜日に放映

１月７日析／午前９時30分～９時40分
１月８日隻／午後５時30分～５時40分

川越ケーブルテレビ（15ch）
１月７日析～20日昔
午前９時20分～・午後０時45分～・午後４時20分～・午後５時45分～・
午後８時45分～（金～日曜日）・午後10時50分～（月～木曜日）

＊変更になることがあります。あらかじめご了承ください。

テプコケーブルテレビ（９ch）
１月23日席～29日隻
午前６時30分～・午後０時30分～・午後４時30分～・午後７時30分～・午後９時30分～

葉が落ち始め、朝晩の寒さが増して

いよいよ冬本番。この冬はインフルエ

ンザが大流行するとの予想です。いち

ばんの予防策は手洗いとうがい。単純

ですが、継続することが大切です$こ

としを振り返ってみると、広報川越は

４月10日号で1100号を迎え、初めて

市ホームページに掲載した号にもなり

ました。４月10日、自宅のパソコン

で広報を見てみると、すでに100人以

上の方が見た記録があり、うれしかっ

たのを覚えています。それ以来、新し

い広報がホームページに載るたびに、

何人の方が見たかを気にするようにな

りました$ことしは戦後60年、川越

市合併50周年、自治会連合会結成50

周年、そしてサツマイモ伝来400年と

いった節目の年でした。来年は、川越

ナンバーが誕生。そしてこれからの川

越の指針となる第三次総合計画がスタ

ートします。新たな年が、市民の皆さ

んにとってよい年になりますように。
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